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　これまでの第３子以降の保育料無料化事業を拡充し、第２子についても無料とします（ただ
し、所得制限があります）。

第２子の幼稚園・保育所の利用者負担額（利用料）が無料に

　子育て世帯の経済的負担を軽減し、子どもを安心して生み育てることができるよう支援する
ため、第２子以降の０歳児を家庭で保育している保護者に給付金を支給する事業です。

みなべ町在宅育児支援事業給付金

みなべ町在宅育児支援事業給付金とは

（１）
（２）
（３）

１．対象となる乳児

（１）
（２）

（３）
（４）

みなべ町に住民登録を有していること
生後２か月を超え、満１歳に満たないこと（平成29年４月２日生まれから対象）
次のいずれかに該当すること
◎同一世帯内の第３子以降　
◎町民税所得割合算額が７７，１０１円未満である同一世帯内の第２子　

みなべ町に住民登録を有し、乳児に係る児童手当等の受給者であること
対象乳児を育てるにあたり、育児休業を取得し職場復帰を前提として育児
休業給付金を受給していないこと
生活保護法による保護を受けていないこと
乳児を保育所等に入所させていないこと

２．支給対象者

○ 1号認定（幼稚園・幼稚園部）　　 世帯の町民税所得合算額が７７，１０１円未満の第２子
○ ２号・３号認定（保育所・保育所部） 世帯の町民税所得合算額が５７，７００円未満の第２子

※平成３０年４月分に遡り無料となります。
※対象となる利用者の方には、ご案内させていただきます。

　対象となる乳児一人当たり月額３０，０００円（最大１０か月で３０万円）

※平成30年７月末までに出産された方で、対象と思われる方には、ご案内を送付いたします（平成30
年８月以降の出産については、出生届や健診の際などにご案内させていただきます）。

３．支給額

対象児童
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高齢者の運転免許証  自主返納を支援します！

みなべ町臨時職員を募集

地域包括支援センター臨時職員 町立学校給食センターの臨時調理従事者

募集人員

応募資格
採用予定

募集期間

提出書類

提 出 先

採用方法

問い合わせ

主任介護支援専門員　１名
介護支援専門員　　　１名
上記の資格を有する方
平成30年９月採用（社保など各種保険
があります）
平成30年８月１日（水）～８月20日（月）
午後５時まで（土・日・祝日を除く）
履歴書（市販品）、主任介護支援専門
員証（写）介護支援専門員証（写）
みなべ町地域包括支援センター
東本庄100番地（保健福祉センター内）
※応募は郵送でも可。ただし、８月20日ま
でに必着すること。
書類審査後、面接試験により採用を決
定します。
地域包括支援センター（℡74‐8065）

募集人員
応募資格

仕事内容
採用予定

募集期間

提出書類
提 出 先

採用方法

問い合わせ

１名
昭和43年４月２日以降に生まれた方
調理師免許の有無は問いません
給食調理業務全般
平成30年10月採用（社保など各種保険
があります）
平成30年８月１日（水）～８月17日（金）
午後５時まで（土・日・祝日を除く）
履歴書（市販品）
みなべ町立学校給食センター
みなべ町谷口578番地1
※応募は郵送でも可。ただし、８月17日ま
でに必着すること。
書類審査後、面接試験により採用を決
定します。
給食センター（℡74‐2437）

　加齢とともに車両等の運転に必要な判断能力及び身
体能力の衰えを感じるなど、運転に不安のある高齢者
に運転免許証の自主返納を促すことにより、高齢者によ
る交通事故の減少を図ることを目的とします。

　みなべ町に住民登録があり、平成30年4月1日以降
に、有効期間内の運転免許証を自主返納した65歳以
上（返納時）の方。
※免許の一部取消や、失効（免許の更新をしなかった）
の場合は対象外です。

支援の目的 対象者

◆  支援の内容  ◆

南部タクシー（コミバス、定期便、タクシー）で利用できる乗車券15,000円分（300円×50枚）と、
みなべスタンプ協同組合加盟店で利用できる商品券5,000円分を交付します。
※対象者１人につき、１回限りです。

お問合せ先　　高齢者運転免許証自主返納支援事業に関することは　役場総務課（℡72-2051）まで
　　　　　　　運転免許の自主返納に関することは　田辺運転免許センター（℡22-6700）まで
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サッカー練習会参加者募集

　日本一の梅の里みなべ町で開催する第４回ボルダリング大会に、現役＆次世代のクライマー選手が集結し、
「和歌山ナンバー１」の座を競います。
　地域で大会を盛り上げるために、ボランティアとして協力していただける方を募集します。

　サッカーは、世界中で人気のあるスポーツです。先日、ロシアで開催されたFIFAワールド
カップ2018をテレビで観戦し、サッカーに興味を持った方もいるのではないでしょうか。
　今回、サッカーが好きな方、サッカーに興味がある方、日頃の運動不足を解消したい方、
老若男女問わず皆さんと一緒に楽しくサッカーをしたい参加者を募集します。

◆申込み方法
　※ボランティア申込用紙は、教育学習課または、町内各公民館に置いています。申込用紙に必要事項を記入
　　のうえ、持参、郵送、ＦＡＸにてお申し込みください。
　※サッカー練習会ご希望の方は、教育学習課までご連絡ください。
◆申込み・問い合わせ先
　〒645-0026　和歌山県日高郡みなべ町谷口３０１‐４　
　みなべ梅の里スポーツクラブ設立準備委員会（教育学習課内）
　電話０７３９‐７４‐３１３４　ＦＡＸ０７３９‐７４‐３６２１

梅の里カップ・ボルダリング大会  ボランティア募集 ！

大会日時　平成３０年１１月４日（日）
　　　　　午前９時～午後５時（予定）
大会場所　梅の里スポーツクライミング
　　　　　施設（旧清川中学校体育館内）
活動時間　午前７時～午後６時（予定）
活動内容　受付案内、式典表彰、清掃、
　　　　　駐車場係等、その他専門業務
申込条件
 ・１５歳以上の方で大会当日に、指定された場所、  
　時間で活動が可能であること。
 ・主催者が定めるボランティア申込に係る注意事
　項を守り活動できること。

募集期間　平成３０年８月１日（水）
　　　　　～９月２１日（金）まで（必着）
そ の 他　傷害保険は、町イベント保険で対応します。

日　　時　９月～１１月（計１３回予定）
　　　　　毎週水曜日19：00～20：00頃　
　　　　　※雨天の場合は中止
場　　所　南部小学校グラウンド　
対 象 者　小学生以上
募集人数　３０名程

内　　容　ミニゲーム等
　　　　　※同時間に、ランニング教室も行っています。
　　　　　　お子さんはサッカー、ご父兄の方はランニン
　　　　　　グ教室（要申込）と家族で参加しませんか。
参 加 料　無料（ただし、必ず事前申込が必要）
申込期間　平成３０年７月１７日（火）～８月２４日（金）まで
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NEWS

南部高校の生徒5名が全国大会出場

　7月19日、南部高校で全国大会に出場する５名の方への激励会が行われまし
た。皆さんが大会に向けての抱負を語ってくれましたので、出場する大会とともに
ご紹介します。

新体操部　個人競技　１年　西山雛希さん　　　
　練習してきたことをそのまま出せるように頑張ります。

レスリング部　男子個人対抗戦125ｋｇ級　３年　吉見明人君
　大会の前に合宿があるので、１つでも多くの技を試して、その技を大会で使えるようにしていきたい。

農業クラブ　フラワーアレンジメント　２年　松下真依さん　
　楽しく花を生けられたらと思います。　　

美術部　絵画の部　２年　谷口　万桜さん　他の人の作品を見て勉強をしてきたい。
　　　　彫刻の部　２年　湯川佳応理さん　他の人の作品を見て自分なりに取り込めたらと思います。

和歌山県小学生陸上競技大会で入賞

６月２４日、紀三井寺陸上競技場において、平成30年度和歌山
県小学生陸上競技選手権大会が開催され、みなべＡＣ（アス
レチッククラブ）の選手が出場し次の皆さんが入賞しました。

●走り高跳び（５･６年生共通） 第２位　山下　陽生さん
●走り高跳び（５･６年生共通） 第４位　早田すずなさん
●走り幅跳び（５･６年生共通） 第４位　森本梗太郎さん
●ジャベリックボール投（５･６年生共通） 第２位　森川　りなさん
●１００メートル（２年） 第４位　岩﨑　舞衣さん
●走り幅跳び（４年生以下） 第３位　石丸　万葉さん
 第８位　栗山　優花さん

写
真

　向
か
っ
て
右
か
ら

　西
山
さ
ん
、吉
見
君
、

松
下
さ
ん
、谷
口
さ
ん
、湯
川
さ
ん
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

※対象者１人につき、１回限りです。

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

『
人
権
を
考
え
る
啓
発
標
語
』を

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
３
１
３
４
）か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
吉
水
美
津
代
さ
ん

　
　
　

　
吉
水
美
津
代
さ
ん（
西
岩
代
）が
、平
成
30
年
７

月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
３
年
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、

町
が
議
会
の
同
意
を

得
て
候
補
者
を
推
薦

し
、そ
れ
を
受
け
て
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
ま

す
。

　
委
員
は
、人
権
相
談
や
人
権
啓
発
な
ど
の
活
動
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、毎
月
１
回
、行
政
相
談
と
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
に
よ
る
人
権
相
談
を
行
って
い
ま
す
。８
月
の

相
談
日
は
７
日（
火
）、役
場
で
行
い
ま
す
。

　
困
って
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
様
々
な
人
権
問
題
が
あ

り
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
、解
決

に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
、地

域
社
会
に
温
か
い
ふ
れ
あ
い
と
感
動
の
輪
が
よ
り
一層

広
が
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
、「
人
権
を
考
え
る
啓

発
標
語
」を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
作
品（
テ
ー
マ
）

　
わ
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
に
向
け
た
啓
発
標
語

◆
応
募
期
間

　
９
月
３
日（
月
）〜
14
日（
金
）

◆
応
募
対
象

　
小
学
生
の
部
、中
学
生
の
部
、一般（
高
校
生・大
学

生
含
む
）の
部

※

部
門
ご
と
に
、特
選
１
名
、入
選
若
干
名
を
選
考

し
、表
彰
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
、住
所・氏
名・年
齢（
学
年
）・連
絡

先
を
記
入
し
、教
育
委
員
会
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
送
付
す
る
か
、町
内
の
各
学
校
、各
公
民
館
を
通

じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
内
容
等
、く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
８
月
15
日（
水
）は
、73
回
目
の
終
戦
記
念
日
で

す
。

　
戦
場
や
戦
禍
に
倒
れ
、あ
る
い
は
戦
後
、異
郷
の

地
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
し
の
び
、平
和
を
祈

念
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
の
日
の
正
午
、鎮
魂
の
た
め
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、黙
祷
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉水美津代さん

８
月
15
日
は
、戦
没
者
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
日
で
す
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生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

　　
し
尿
収
集
業
務
の
受
付
は
、８
月
11
日（
土
）は
行

い
ま
す
が
、８
月
12
〜
15
日
は
休
み
と
な
り
ま
す
。ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
和
歌
山
県
内
一
斉
に「
紀
州
路
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
２
０
１
８
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、８
月
25
日（
土
）午
前
７
時
か
ら
、主
要

な
道
路
の
清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
道
路
沿
い
の
空
き
缶
や
ご
み
拾
い
な
ど
、

身
近
な
道
路
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
み
な
べ・田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」が
世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
、県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
み
な
べ

町
を
訪
れ
て
く
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
道
路
は
み
ん
な
で
美
し
く
！
」

し
尿
収
集
業
務
は
、

    
８
月
12
日
〜
15
日
ま
で
お
休
み

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら

建
設
課（
℡
７4
ー
３
３
３
５
）か
ら

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
２
０
１
８

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

児
童
扶
養
手
当・特
別
児
童
扶
養
手
当
の

          

現
況
届
は
８
月
31
日
ま
で

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手
当・

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

　　児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
、子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
に
は
、毎

年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、８
月
初
め
に
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
に
送
付
し
ま
す
の
で
、８
月
31
日

（
金
）ま
で
に
住
民
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、８
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、期
間
中
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、20
歳
未
満
で
身
体
や

知
的
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い
、も
し

く
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に

あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
、主
と
し
て
対

象
児
童
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
も
、８
月
31
日（
金
）ま
で
に

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手
当

　
心
身
障
害
児
等
在
宅
扶
養
手
当
は
、障
が
い
が
あ

る
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
自
宅
で
扶
養
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
、月
額
５
０
０
０
円
で
す
。

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当

　
在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、自
宅
で
生
活
し
て

い
る
20
歳
以
上
の
障
が
い
を
も
つ
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
支
給
額
は
、月
額
４
０
０
０
円
で
す
。

ど
ち
ら
の
手
当
も
支
給
対
象
の
方
は
、

◆
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と（
た
だ
し
、在
宅
障
害

者
等
福
祉
手
当
は
１
年
以
上
居
住
）。

◆
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

◆
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の

方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級・２
級・３
級・４
級

②
療
育
手
帳
Ａ・Ｂ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級・２
級・３
級

※

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
に
は
収
入
制
限（
73

万
１
３
０
０
円
）が
あ
り
ま
す
。

支
給
を
受
け
る
に
は

　
支
給
を
受
け
る
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
。締
め

切
り
は
８
月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。

　
す
で
に
申
請
済
の
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら

和
歌
山
県 

県
民
生
活
課
か
ら

和
歌
山
県 

県
民
生
活
課
か
ら

移
動
県
民
相
談
の
開
催

納
税
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

総
務
課 

検
査
係（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課 

検
査
係（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

　
７
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、町
県
民
税
、固

定
資
産
税
、国
保
税
の
納
税
通
知
書
を
納
税
義
務

者
の
方（
共
有
名
義
の
場
合
は
代
表
者
の
方
）あ
て

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
郵
便
配
達
に
は
、数
日
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、ま
だ
、届
い
て
い
な
い
場
合
は
、税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開
催

し
、平
成
29
年
度
に
お
け
る
公
共
事
業
の
発
注
状
況

に
つ
い
て
、町
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
委

員
会
が
抽
出
し
た
工
事
２
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

委
員
会
で
の
質
疑（
抜
粋
）

①
は
す
池
改
修
工
事

問
　
請
負
率
は
。

答
　
89
％
と
な
って
い
ま
す
。

問
　
ラ
ン
ダ
ム
係
数
が
１・０
よ
り
上
に
な
る
こ
と
も

あ
る
の
か
。

答
　
現
在
は
０・９
９
７
０
〜
１・０
０
３
０
ま
で
の
13

パ
タ
ー
ン
で
無
作
為
に
く
じ
で
決
定
し
て
い
ま

す
。今
回
の
入
札
で
は
１・０
０
２
０
で
あ
っ
た

た
め
、失
格
者
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
　
堤
体
の
改
修
工
法
と
い
え
ば
前
鋼
か
中
心
構

造
等
で
改
良
し
て
い
た
と
思
う
が
、遮
水
シ
ー

ト
な
ん
か
は
初
め
て
の
工
法
で
は
。

答
　
現
在
は
一
般
的
に
シ
ー
ト
工
法
が
主
流
で
す
。

昔
み
た
い
に
鋼
土
の
確
保
が
難
し
い
。遮
水

シ
ー
ト
自
体
が
鋼
土
の
代
わ
り
で
す
。シ
ー
ト

で
あ
る
が
柔
軟
性
も
あ
って
施
行
性
も
良
い
。

問
　
工
期
は
い
つ
ま
で
。

答
　
10
月
末
で
す
。

②
千
里
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
拠
点
施
設
整
備
工

事
・
千
里
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
既
存
施
設
解
体
工

事
に
つ
い
て

問
　
補
助
率
は
。

答
　
１
／
２
で
50
％
が
国
庫
補
助
で
す
。

問
　
各
学
校
の
臨
海
学
校
等
の
受
け
入
れ
も
出
来

る
の
か（
宿
泊
等
）。

答
　
現
時
点
で
は
そ
こ
ま
で
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
普
段
の
利
用
は
。

答
　
展
示
室
及
び
公
衆
ト
イ
レ
は
開
放
し
て
い
ま

す
。和
室
等
に
つ
い
て
は
、普
段
は
施
錠
し
て
い

て
、利
用
時
に
開
放
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
　
落
札
率
が
１
０
０
％
で
あ
る
が
。

答
　
今
回
の
入
札
で
は
、指
名
業
者
５
者
に
対
し
辞

退
者
が
３
者
、失
格
が
１
者
で
落
札
し
た
業
者

が
予
定
価
格
と
同
額
の
入
札
で
あ
っ
た
。

問
　
辞
退
の
理
由
は
。

答
　
近
年
、各
業
者
の
技
術
力
向
上
に
伴
って
、国
や

県
が
発
注
す
る
工
事
も
受
注
さ
れ
て
お
り
、時

期
的
に
技
術
者
を
適
正
に
配
置
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、辞
退
届
が
で
て
い

ま
す
。

問
　
辞
退
者
が
多
い
場
合
は
事
前
に
取
り
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
　
実
際
、入
札
者
が
１
者
と
な
れ
ば
取
り
止
め
ま

す
が
、２
者
以
上
あ
れ
ば
取
り
止
め
は
し
ま
せ

ん
。た
だ
、こ
の
よ
う
な
事
態
が
続
け
ば
指
名

業
者
を
含
め
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
県
で
は
、法
律
問
題（
土
地
、相
続
等
）、行
政
相

談
な
ど
に
つ
い
て
、弁
護
士
及
び
県
民
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
に
は
、電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

日

　
　時
　
平
成
30
年
８
月
21
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

場

　
　所
　
西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
　
田
辺
市
朝
日
ヶ
丘
23
|
１

予
約
受
付
　
平
成
30
年
８
月
７
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら（
先
着
９
名
）　

　
　
　
　
　
西
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課

　
　
　
　
　（
℡
26
|
７
９
０
９
）

平
成
29
年
度
公
共
事
業
に
関
し

　
入
札
状
況
審
査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
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産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

農
業
資
金
の
相
談
会
の
開
催

　　
農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返
済
に
関
す
る
ご
質

問
や
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。相
談
は
、日
本
政

策
金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個
別
相
談
方
式
で
行
い

ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
８
月
22
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
順
次

◆
相
談
場
所
　
役
場
１
階
　
会
議
室

◆
申
込
み
先
　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
締
切
　
８
月
17
日（
金
）

　　
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、

和
歌
山
県
農
業
公
社
と
Ｊ
Ａ
等

の
関
係
機
関
が
連
携
し
、規
模
縮

小
農
家
等
か
ら
農
地
を
借
り
受

け
、規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手

農
家
や
新
規
就
農
者
へ
農
地
の
集
積
を
進
め
る
事

業
で
す
。

　「
高
齢
に
よ
り
農
業
を
継
続
で
き
な
い
」、「
規
模

を
縮
小
し
た
い
」、等
の
理
由
で
農
地
を
借
り
て
く

れ
る
人
を
探
し
て
い
る
方
、ま
た
は「
こ
れ
か
ら
規
模

を
拡
大
し
て
い
き
た
い
」と
考
え
て
い
て
、貸
し
て
く

れ
る
農
地
を
探
し
て
い
る
方
に
対
し
農
協
や
農
業
委

員
会
で
は
、農
地
中
間
管
理
事
業
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、紀
州
農
協
み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン

タ
ー（
℡
72
|
１
１
７
４
）ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局（
産
業
課
内
℡
72
|
１
３
３
７
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　内

　
　容
　
子
育
て
の

経
験
を
持
つ
高
齢
者
が
地

域
に
お
い
て
、よ
り
良
い
子

育
て
支
援
活
動
を
行
う

た
め
に
必
要
な
知
識
・
技

能
を
学
び
ま
す
。

受
講
対
象
　
就
業
を
希
望
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し
、就
業
を
希
望

さ
れ
る
60
歳
以
上
の
和
歌
山
県
在
住
の
方
。

講
習
期
間
　
平
成
30
年
９
月
12
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
９
月
14
日（
金
）の
３
日
間
。

　
　
　
　
　
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場

　
　所
　
は
あ
と
館

　
　
　
　
　（
み
な
べ
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
期
間
　
平
成
30
年
８
月
６
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
８
月
29
日（
水
）

定

　
　員
　
10
名

お
問
い
合
わ
せ
先
　
み
な
べ
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
℡
72
|
１
３
８
９
）

期

　
　間
　
８
月
29
日（
水
）〜
９
月
４
日（
火
）ま

　
　
　
　
　
で
の
７
日
間

時

　
　間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

　
　
　
　
　
た
だ
し
、土・日
曜
日
に
つい
て
は
、午
前

　
　
　
　
　
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

電
話
番
号
　
０
１
２
０
|
０
０
７
|
１
１
０

　
　
　
　
　（
全
国
共
通・無
料
）

相
談
内
容
　
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
に
関
す

る
人
権
な
ん
で
も
相
談

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、平
成

30
年
度
後
期
の
大
学
院
科
目
等
履
修
生
と
学
部
開

放
授
業
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
科
目

　「
現
代
の
相
続
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
」

「
暮
ら
し
の
中
の
計
測
と
制
御
の
技
術
」の
２
科
目

　
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

和
歌
山
地
方
法
務
局
か
ら

和
歌
山
地
方
法
務
局
か
ら

全
国一斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
！

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

受
講
生
募
集
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

保
育
補
助
ス
タ
ッ
フ
講
習

　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集
！

農
地
の「
貸
し
た
い
」、「
借
り
た
い
」を

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

広報みなべ　2018.8

11

平
成
30
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

学
部
開
放
授
業

　「
生
老
病
死
の
哲
学

‐

今
、有
吉
佐
和
子
を
読
み

直
す
」、「
世
界
農
業
遺
産
」、「
熊
野
郷
土
学
Ｄ
〜
郷

土
学
か
ら
の
地
域
振
興
〜
」「
地
域
づ
く
り
戦
略
論

Ｄ
」の
４
科
目

　
18
歳
以
上
の
方
、高
校
生
が
対
象
で
す
。

日
程

　
10
月
か
ら
平
成
31
年
２
月
ま
で
の
間
で
、金
曜
日

夜
間
と
土
曜・日
曜
日
を
中
心
に
各
授
業
科
目
を
順

次
開
催
し
ま
す
。

場
所

　
◎
田
辺
市
　
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉｇ
・Ｕ
、

　
　
　
　
　
　
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

　
◎
新
宮
市
　
新
宮
信
用
金
庫 

５
階
会
議
室

定
員

　
大
学
院
科
目
は
各
10
人
、学
部
開
放
授
業
の「
生

老
病
死
の
哲
学
」「
熊
野
郷
土
学
Ｄ
」は
各
30
人
、

「
世
界
農
業
遺
産
」は
15
〜
20
人
、「
地
域
づ
く
り
戦

略
論
Ｄ
」は
20
人
で
す
。

　
受
講
希
望
の
方
は
、大
学
院
科
目
は
８
月
31
日
ま

で
に
、学
部
開
放
授
業
は
９
月
13
日
ま
で
に
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、高
校
生
は
申
請
方
法
、申
請
日
が
異
な
り

ま
す
の
で
お
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、和
歌
山
大
学
南

紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス 

（
℡

０
７
３
９
|
23
|
３
９
７
７
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

説
明
会

日
時
　
平
成
30
年
８
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時
、午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所

　
く
わ
し
く
は
、自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所（
℡
０

７
３
８
|
23
|
０
０
２
０
）へ
。

　　
島
ノ
瀬
ダ
ム
は
、農
地
へ
水
を
送
る
た
め
の
農
業
用

ダ
ム
で
あ
る
た
め
洪
水
用
ゲ
ー
ト
が
な
く
洪
水
調
整

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ダ
ム
の
下
流
で
雨
が
降
っ
て
い
な
く
て
も
、上
流
の

大
雨
に
よ
り
ダ
ム
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
出
て
、川
の
水
が

急
に
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
大
雨
が
降
っ
た
際
に
、ダ
ム
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
出

し
、下
流
の
河
川
で
急
激
な
水
位
上
昇
が
発
生
す
る

と
予
測
さ
れ
る
場
合
、越
流
す
る
約
30
分
前
に
河

川
沿
い
18
ヶ
所
で
サ
イ
レ
ン
警
報・約
15
分
前
に
警

報
車
で
巡
回
を
行
い
ま
す
。

　　　　
水
泳・釣
り・キ
ャ
ン
プ・そ
の
他
、川
に
入
る
時
に

は
、天
気
予
報
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
南
紀
用
水
土
地
改
良
区

（
℡
74
|
３
３
２
５
）

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
か
ら

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
か
ら

島
ノ
瀬
ダ
ム
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

南
紀
用
水
土
地
改
良
区
か
ら

南
紀
用
水
土
地
改
良
区
か
ら

※

す
で
に
ダ
ム
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
時

は
、自
然
の
川
と
同
じ
状
態
な
の
で
サ
イ
レ
ン

警
報
は
鳴
り
ま
せ
ん
。

　
サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
な
く
て
も
川
の
水
か
さ
が
増

え
出
し
た
と
感
じ
た
ら
、む
や
み
に
川
に
立
ち

入
ら
な
い
で
、川
に
い
る
人
は
す
ば
や
く
川
か

ら
出
て
く
だ
さ
い
。

募集種目

自衛官候補生

一般曹候補生

航空学生

18歳以上
23歳未満
（高卒見込含）

18歳以上
27歳未満

試験日の
前日まで

8月  7日（県民文化会館）

9月28日（田辺市民総合センター）

9月29日（県民文化会館）
1次 9月21日
（田辺市民総合センター）
9月22日・23日
（県民文化会館）

平成31年
3月下旬～
4月上旬

1次 9月17日
（県民文化会館）

9月7日
まで

18歳以上
21歳未満
（高卒見込含）

海

空

応募資格 受付期間 入隊時期試験期日（場所）

※応募資格欄中の年齢は、平成31年4月1日現在の年齢を示します。
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男
女
人口
世帯数

6月末現在
６，094人
６，783人
１２，877人
４，８23世帯

（前月比）
（±0人）
（－7人）
（－7人）
（+1世帯）

6月中の異動
出生　 9 人
死亡　14人
転入　30人
転出　32人

高齢化（65歳以上）
割合  ３1．0％

人のうごき

少林寺拳法 全国大会出場
　６月17日、少林寺拳法県民体育大会が海南市総合体育館で開催され、南部スポーツ少年団及び南
部道院のメンバーが出場し、７部門で最優秀賞となり、全国大会に出場されます。
　全国大会は、10月に群馬県で開催され、出場されるのは、次の皆さんです。（敬称略）

【小学生Ａ】中内洋希、堀口叶愛　【小学生Ｂ】栗山穂乃花、三前遥愛
【中学生女子】大山葵、南部琴子　【一般男子三段四段】小西悠介、小西翔太
【男子マスターズＡ】児玉智、上野章
【小学生団体】坂本結彩、中内洋希、堀口叶愛、山下陽生、大川綾斗、片岡千佳、
　　　　　　室井良太、寺谷洋祐　
【中学生団体】大山葵、南部琴子、小西杏奈、大川菜々未、大江里佳、尾原玲菜

■組 演 武

■団体演武


